











































































































































































































































































































































































































































































































































































以上、和光幼稚園・年長 星 2 組のプロジェクト活動を記述し考察する中で、
和光幼稚園が新たなプロジェクト活動の展開を目指して、日々試行錯誤しながら
実践を創り出そうとしていることがうかがえる。本稿では、「子どもから出発す
る」「子どもとつくる」保育の生成過程と教師の援助の連動の考察を行った。以
下に明らかになったことを述べる。
教師の実践への思い
星2組の子どもたちと藤田教諭が“ともに”つくってきたプロジェクト活動を
振り返るとき、藤田教諭の、子どもへの、そして、実践への深い思いを感じずに
はおれない。これだけ長期間にわたり海の生き物を飼育していくことは、知識だ
けでなく、生き物へのケア（生き物の声に耳を傾ける）が必要となる。生き物にと
ってより良い環境のために、保護者からの海水の配達だけでなく、藤田教諭自身
も何度も海に海水を取りに行くなど、プロジェクトの継続の陰には、教師の惜し
まぬ時間と労力があった。子どもの“いま、このとき”の願いに耳を傾け、その
瞬間を“ともに”楽しみ、味わっていこうとする藤田教諭の実践のいたるところ
に、きめ細やかなケア（相手の声を聴く）を垣間見ることができる。
（1）保育における「記録」の意味
「子どもから出発する」「子どもとつくる」保育を目指して、保護者も巻き込み
ながら、星2組のプロジェクト活動を進めていくときに大きな意味を持ったのは、
保育実践における「記録」である。その「記録」とは、
①日々の子どもの声やつぶやき、友達同士のやりとり、教師とのやりとりをボイ
スレコーダーによって録音した記録や、補助教員によってノートに記した記録
である。教師は、保育終了後に、これらの記録から子どもの一人ひとりの思い
や考え、願い、そして、それが友達とどのようにつながっていったのかを丁寧
に読み取り、省察しながら子ども理解に努め、翌日の「子どもから出発する」
保育や活動を組み立てていった。
②子どもたち一人ひとりの発見や気づき、思いが様々な形で表現された教室内の
掲示物である。それらは、子どもの絵や文字によって表記されたものや写真
（写真01、02、04、07）、遊びや生活の残り香（例えば、ミミズ競争をすると
きに子どもたちが作ったゲーム）等である。これらの掲示物を、子どもと教師
が視覚的に共有することによって、毎日の生活や活動のプロセスを確認したり、
方向を探っていったりすることができた。伊勢エビが毎日食べた貝の殻を残し、
それを台紙に貼って掲示することは、伊勢エビの生態を知るとともに、自分た
ちが伊勢エビとともに過ごした時間や生活のプロセスを実感することにつなが
っていた。保護者や筆者のような外部からの訪問者も、教室内の掲示物を見る
ことで、その時々のクラスのトピックスやその流れを知ることができた。
③日々の子どもたちの生活や、子どもたちの思い、子どもたちと暮らす教師の思
いが生き生きと描かれた学級通信である。これは、星2組の子どもたち、教師、
保護者を結ぶ記録であり、この学級通信によって星2組のプロジェクト活動は
支えられ展開したともいえる。保護者は、学級通信を通して子どもたちの世界
を知っていく。また、教師のメッセージを受け取り、その返信が学級通信に載
せられるなど、学級通信が教師と保護者の対話にもなっていった。学級通信に
よって、教師と保護者が、子どもの成長をともに見つめ、「子ども」を味わっ
ていった。教師が、日々の子どものつぶやきや声を丁寧に聴き取り、記述する
ことは、子どもの「声」を「代弁」していくことである。それは、子どもに一
番近い所に位置する教師だからこそできる、しなければならない役割でもある。
また、教師は、学級通信を書くことで、日々の保育を振り返っている。学級通
信は、教師が保護者とともに「子ども」を発見し、驚き、味わう記録であった。
（2）「私」から「私たち」へ
プロジェクト活動の中で、子どもたち一人ひとりの発見や気づき、問いが、友
達との「対話」を通して、「私」から「私たち」の発見や気づき、問いになって
いった。藤田教諭は、保育の中で子ども同士の「伝え合い」をとても大事にし、
そのための環境を意図的に設定した。「対話」を通して、子どもたちは他者12）の
存在や考え、自他の差異に気づいていく。差異を認めながら、他者と“ともに”
あることの喜びを、プロジェクト活動を通して学んでいることがわかる。
（3）子どもの「知る」ことへの探求と今後の課題
転園児のイカのマークから始まったこの活動の展開は、先に、保志が「何々が
したい、何がやってみたいという思いの実現に向けて……教師や友達と知恵や力
を出し合い、自分たちの納得できるものを作り出す……担任と子どもたちの興味
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12）ここでの「他者」は人だけではなく、生き物も含む。
幼児期の「プロジェクト活動」における課題設定プロセスの研究 ── 115
関心によって、調べる、聞く、見る、触る、作るなどの活動」とプロジェクト活
動を定義した、まさにその活動であった。藤田教諭は、子どもたちの対象への
「知り方」を見守り、ときには、その「知り方」を揺さぶって、子どもたちがじ
っくりと丁寧に対象にかかわっていくこと（対話していくこと）を支えていった。
子どもたちが見つける面白さを楽しみ、不思議さに気づき考えながら、自らが
（個々が、あるいはグループやクラスで）問いを持ち、それに向かって解決していく
プロセスを大事にした。そのとき、子どもたちの体験がより深いものとなるよう
に、魚屋さんや釣り好きの保護者から情報を得たり、実際に海や水族館に出かけ
たり等、幼稚園内外の様々な人、モノ、こと（知識をも含む）を資源として多い
に活用していった。それが、子どもたちがより丁寧に、じっくりと、深く「見る、
聞く、触る、調べる、作る」ことへと導き、子どもたちの問題解決学習を実現さ
せていった。
しかし、その一方で、このプロジェクト活動が、問題解決学習以外の可能性を
秘めていることも考えられる。子どもたちは、ウナギやタコの水槽の前でそれら
の動きに注目し、自分の体を使ってその動きを友達と一緒に真似ながら、「身体」
を通して相手を知っていこうとする姿が筆者の観察中にも何度も見られた。言葉
や絵、文字以外の表現活動への可能性を子どもは示していた。
ジャンニ・ロダーリ13）（1990）は、子どもは、「経験する現実」と「想像する現
実」の現実を生きており、この二つを結びつけることで子どもは発達する。だか
らこそ、大人は、子どもがこの二つの世界を生きていることへの信頼を寄せるこ
とが大切であると述べている。「海の生き物の世界」のプロジェクト活動に、ロ
ダーリがいう、子どもたちの「想像する現実」が加わったとしたら、どんな展開
を見せたであろうか。問題解決学習以外の、プロジェクト活動の更なる可能性が
そこにはある。この点は、今後の和光幼稚園のプロジェクト活動の新たな課題14）
となっていくだろう。その意味からも、本研究プロジェクトの目的である、イタ
リアのレッジョ・エミリア市の保育を参照することは、和光幼稚園の今後のプロ
ジェクト活動へ大きなヒントを与えてくれるはずである。
付記：本研究に際し、観察を快く受け入れてくださった和光幼稚園の園長、副園
長先生をはじめ、先生方、子ども達、特に、藤田先生には学級通信や聞き取りな
ど様々な協力をいただきましたことを深く感謝いたします。
［はやし ひろこ］
──────────────────
13）G. ロダーリ著、窪田富男訳『ファンタジーの文法　物語創作法入門』ちくま書房、1990年。G. ロダ
ーリは、レッジョ･エミリア市の保育理論を構築したローリス・マラグッツィと親交があり、ロダー
リの哲学は、マラグッツィの保育哲学に大きな影響をもたらしている。
14）本研究プロジェクトは、レッジョ・エミリア市の保育を参照することで、新たなプロジェクト活動
への示唆を得ることである。本稿では、和光幼稚園のプロジェクト活動の記述を目的としているが、
レッジョ・エミリア市の保育の何をどのように参照していくかの議論は、次稿にゆずる。
